
令和８年度第１回北海道独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構運営協議会 

北海道職業能力開発促進センター旭川訓練センター部会開催概要 

 

 

１ 開催日時  令和８年７月６日（月）  １３：３０～１５：００ 

 

２ 開催場所  旭川訓練センター多目的ホール 

 

３ 主な議題 

・令和７年度職業能力開発事業実施状況について 

・令和８年度職業能力開発事業実施状況について 

・その他 

 

４ 議事経過 

資料に沿って事務局から説明が行われた後、意見交換が行われた。主な意見は以下のと

おり。 

 

・「金属加工科」を「溶接クラフト科」に名称変更して実績が上向き傾向ならば、機械加

工技術科も名称変更してイメージを変えると良いと思う。 

 

・機械加工技術科の修了者の女性を工場勤務職員として初めて採用した。採用から数か

月たったが、生き生きと作業をしており、良い結果を得ている。当初は女性には難し

い仕事ではないかと懸念していたが、重要なことは性別や年齢ではなく、働き手がや

りがいを見い出せるかどうかであることが分かった。 

 

・SNSでの発信力不足という課題は、一朝一夕で解決できるものではないが、継続した

取組が重要であるため、SNSへの投稿の取組を続けていただきたい。 

 

・全体の入所者数は増加傾向にあるものの、５０代以上の入所者が増加しているという

ことで、これからの伸び代は若年層にあると感じるため、若年層をターゲットにした

WEB広告や SNSによる広報活動を継続していただきたい。 

 

・ハローワークで求職者に対して、ポリテクセンター旭川の案内をする際に、広報動画

を切り取って作成した資料があれば案内しやすいと感じる。また、求職者が訓練内容

をイメージしやすくなるよう訓練で作製した製作物などがあれば訓練内容を窓口で理

解してもらいやすいのではないだろうか。 

 

・若年層への広報について、動画では YouTubeチャンネルが効果的であり、SNSでは

インスタグラムか TikTokが効果的であるため、様々な SNSを活用して広報をしてい

ただきたい。 

 

・旭川市では企業と求職者をつなぐポータルサイト「はたらくあさひかわ」を運営して



いる。ポータルサイト内で、ポリテクセンター旭川の紹介をすることも可能であるた

め、広報に活用していただきたい。 

 

・広報動画について、ポリテクセンター旭川の訓練修了者からの「訓練を受講して良か

ったこと」や経験談等の動画があるとより効果的である。最近ではドキュメンタリー

動画が広報として効果的であるため、訓練受講者の成功体験や技術を身に付けて働く

ところをドキュメンタリー風に作成し、採用した企業側からのコメントも紹介できる

と良いと思う。 
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